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本日のメニュー

1. 地域の災害特性について
2. 防災気象情報と気象庁ホームページ
3. 線状降水帯に関する情報

2



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

1．地域の災害特性について
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気象災害には、起こりやすい場所がある

例
崖や渓流の近く

川の近くの低い場所

海岸・堤防の近く

都市部の地下街

土砂災害

川があふれて浸水

高波や高潮

大量の雨水で水没

その地域の特性を知っているのか、知らないのかでは、いのちを守る行

動に大きな差が生じる。

ときには、それが生死を分けることにもつながる。

地域の災害特性を知る

※次ページから気象の災害リスクについて、さらに深めていきます。
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一瞬で命を奪う「土砂災害」

急傾斜地や渓流の付近など、命が脅かされる危険性が認められる場所は、都道府
県が土砂災害警戒区域等として公表している。
前兆現象が必ずあるとは言えず、また夜間や激しい雨のなかでは、気づくことが難
しくなる。

土砂災害

ひとたび発生すれば、人的被害の約6割が死者・行方不明者
になるなど、逃げる間もなく一瞬にして命を奪う土砂災害。
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命に危険を及ぼす「氾濫」

山間部の幅の狭い谷底平野等の川の流れの速いところでは、氾濫流や河岸
侵食により家屋が流失するおそれがあり、命に危険が及ぶ。

大河川は流域面積が広く、河川を流れる水の量（流量）が大きいため、ひと
たび堤防が決壊すると、大量の氾濫水で堤防周辺の家屋が押し流されるおそ
れ。

洪水災害
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短時間で危険が増す「浸水害」浸 水 害

アンダーパス 側溝
マンホール

低地の家屋
地下室

大雨等により排水が追いつかず、用水路、下水道などがあふれ、住宅
や低地等が水に浸かる。普段は安全な場所でも周囲との高低差が
危険な場所になる。
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雨量の予報から災害危険度の予報へ

雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

土砂災害
土砂キキクル

大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水害
浸水キキクル

大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水
洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発生する場所・時間とは、
必ずしも一致しない。）

災害危険度の高まりを
視覚的に確認できるよう
キキクル（危険度分布）
を提供

高
危
険
度

低キキクル
福岡県版 8※雨が降りやんでも、土壌中の水分などがあるので、警報の解除にはある程度時間の経過が必要
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2．防災気象情報と気象庁ホームページ
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気象庁ホームページ

気象庁ホームページ
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

福岡管区気象台ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/index.html

① ①

①

②

②

③

③• ホーム
• 防災情報
• 各種データ・資料
• 地域の情報
• 知識・解説
• 各種申請・ご案内

• 防災情報
• 天気
• キキクル（危険度分布）
• 大雨・台風
• 地震・火山

• 防災気象情報
• 天気予報
• 地震・火山情報
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気象庁ホームページ 防災情報のページ

① ② ③ ④

⑤ ⑥

①気象防災
気象警報・注意報
早期注意情報（警報級の可能性）
大雨危険度
キキクル（危険度分布）土砂/浸水/洪水
雨雲の動き（軽量版）
今後の雨（軽量版）
気象情報
台風情報
指定河川洪水予報
土砂災害警戒情報
竜巻注意情報
熱中症警戒アラート（環境省サイトへ）
今後の雪

②地震・津波
津波警報・予報
地震情報
推計震度分布図
長周期地震動に関する観測情報
南海トラフ地震関連情報
北海道・三陸沖後発地震注意情報
震央分布

③火山
④海洋
⑤天気予報など
⑥気象の観測情報 11
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防災気象情報と警戒レベル
気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞防災気象情報と警戒レベルとの対応について
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/alertlevel.html
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早期注意情報（警報級の可能性）

警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その可能性を「早期注意情報（警報級の可能性」
として［高］、［中］の2段階で発表。

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞早期注意情報（警報級の可能性）
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/prob_warning.html
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早期注意情報（警報級の可能性）

沖縄本島地方の早期注意情報
2023年05月31日11時 沖縄気象台 発表
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早期注意情報
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気象情報（警報・注意報に先立つ注意喚起や警報・注意報の補足など）

■「気象情報」とは
気象庁は、警報・注意報に先立って注意・警戒を呼びかけたり、警報・注意報の発表中に現象の経過、予想、防災上

の留意点等を解説したりするために「気象情報」という情報を発表しています。

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞気象情報
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/kishojoho.html

1 気象情報の役割
（1）警報や注意報に先立つ注意の喚起
24時間から2～3日先に災害に結びつくような激しい現象が発生する可能性のあるときに発表。また、線状降水帯による大雨発生の可能性が
高い場合に、複数の県にまたがる広域を対象に、その可能性を半日程度前から気象情報において呼びかけ。

（2）現象の経過、予想、防災上の留意点等の解説
警報や注意報の発表中に、現象の経過、予想、防災上の留意点等を解説。

（3）顕著な大雨や記録的な短時間の大雨を観測したときの、より一層の警戒呼びかけ
「線状降水帯」というキーワードを使って解説する「顕著な大雨に関する気象情報」。
数年に一度しか起こらないような記録的な短時間の大雨を観測したとき、「記録的短時間大雨情報」を発表。

（4）社会的に影響の大きな天候についての解説など
社会的に影響の大きな天候について注意を呼びかけたり、解説したりする。
長雨や少雨、低温など、平年から大きくかけ離れた気象状況が数日間以上続き、社会的に大きな影響が予想されるときなどに発表。

2 気象情報の種類
（1）対象となる地域による種類
気象庁では、気象情報を、発表する地域によって3種類に分けている。
・全般気象情報（全国を対象） ・地方気象情報（全国を11に分けた地方予報区を対象） ・府県気象情報（都道府県を対象）

（2）対象となる現象による種類
「大雨」「大雪」「暴風」「暴風雪」「高波」「低気圧」「雷」「降ひょう」「少雨」「長雨」「潮位」「強い冬型の気圧配置」「黄砂」など、現象の種類に
よって様々な種類がある。また、「大雨と暴風」や「暴風と高波」、「雷と降ひょう」のように組み合わせて発表することもある。 15
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大雨に関する福岡県気象情報 第1号
2020年07月05日11時02分 福岡管区気象台発表

福岡県では、６日夕方から土砂災害に警戒し、低い土地の浸水、河川の増水、落雷や
突風に注意してください。

九州南部付近に停滞している梅雨前線は活発な状態のまま５日夜から６日にかけて九
州北部付近まで北上し、７日にかけて停滞する見込みです。
このため、福岡県では６日朝から局地的に雷を伴った激しい雨や非常に激しい雨が降り、

大雨となるおそれがあります。
福岡県では６日夕方から土砂災害に警戒してください。

＜雨の予想＞
６日に予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、
福岡地方 ４０ミリ
北九州地方 ６０ミリ
・・・

＜防災事項＞
土砂災害に警戒し、低い土地の浸水、河川の増水、

落雷や突風に注意してください。

• 早期注意情報で［高］とした時に、「いつ」「どこで」「どのくらい（予想雨量等）」「気をつけ
ること（防災事項）」等を記述し発表。

イメージ

雨の強さと降り方

気象情報（警報・注意報に先立つ注意喚起や警報・注意報の補足など）
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気象情報（警報・注意報に先立つ注意喚起や警報・注意報の補足など）

気象情報

■地方気象情報

■府県気象情報

■全般気象情報

気象情報→高知県を選択
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気象警報・注意報
気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞気象警報・注意報
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/warning.html

気象等の特別警報・警報・注意報などの防災気象情報
気象庁では、対象となる現象や災害の内容によって以下のように6種類の特別警報、7種類の警報、16種類の注意報、
5種類の早期注意情報（警報級の可能性）を発表しています。

○特別警報 警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害が発生するおそれが著しく高まっている
場合、特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけます。

○警 報 警報とは、重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報です。

○注意報 注意報とは、災害が発生するおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報です。

※詳しくは、「気象警報・注意報の種類」をご覧ください。
ホーム＞知識・解説＞気象警報・注意報＞気象警報・注意報の種類
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/warning_kind.html
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特別警報が発表される前に避難行動を

19

「特別警報」が発表されないからといって安心することは禁物です

重大な災害のおそれがあるときは、従来どおり警報が発表されます。これまでどおり、最新の
気象情報に留意し、警戒してください。
大雨等においては、時間を追って段階的に発表される気象情報、注意報、警報を活用し、
早め早めの行動を取ることが大切です。

「特別警報」が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください

経験したことのないような豪雨など異常な気象現象が起きそうな状況です。
周囲の状況や市町村から発表される避難指示の情報に留意し、ただちに避難所へ避難
するか、すでに外出することが危険な状態のときは、無理をせず家の中で比較的安全な場
所にとどまってください。
この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能性が高まっています。油断しない
でください。

明るいうちに
避難所へ

逃げ遅れたら、無理
せず安全な場所に

19
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気象警報・注意報

20

気象警報・注意報
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警報・注意報 （発表状況）と（今後の推移）
警報級や注意報級の現象が予想されている事項の概要を記載
警戒・注意期間や量予想が一目でわかる表示

21発表中の警報・注意報について現象毎に表示 ※灰色の時間帯は、予測の確度が十分ではなく、危険度や予測値を表
示していない。今後発表する警報・注意報で更新。

イメージ

3時間毎に現象の推移を表示

左の時間帯以降に警報級や注
意報級の現象が続く場合や竜巻
など関連する現象について表示

12時以降、洪水警報に切り替える可能性が高い
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大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、土砂災害の危険度がさらに
高まった時に発表。

22

• 各県砂防部局と気象台が共同
で発表。

• 危険な場所からの避難が必要な
警戒レベル４に相当。

＊印は、新たに発表された（警戒
対象となった）市町村等を示す。

危険度の高まっている領域は、
キキクル（危険度分布）等で
確認。

イメージ

土砂災害警戒情報
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土砂災害警戒情報
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土砂災害警戒情報
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指定河川洪水予報

あらかじめ指定した河川について、区間を決めて実況および予測水位等を示した洪水の予報。
河川事務所等・県と気象台で共同発表。

標題には、氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報の4つがあり、河川名を付して
「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫警戒情報」のように発表します。
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指定河川洪水予報 国土交通省と共同で洪水予報を行う河川

気象庁ホームページ
ホーム＞知識・解説＞指定河川洪水予報
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/flood-map.pdf
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指定河川洪水予報 都道府県と共同で洪水予報を行う河川

気象庁ホームページ
ホーム＞知識・解説＞指定河川洪水予報
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/flood-map.pdf
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国33予報区域、県12予報区域

１. 指定河川洪水予報 –指定河川洪水予報対象河川-

福岡管内

28
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キキクル（危険度分布）

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
土砂災害・浸水害・洪水害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類
1km四方
の細かさで色分け
洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

危険度は5段階
災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高
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キキクル（危険度分布）
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キキクル（危険度分布）
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キキクル（危険度分布）

キキクル
（危険度分布）
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3．線状降水帯に関する情報など
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線状降水帯に関する各種情報
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線状降水帯に関する各種情報
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【参考】線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（観測・予測の強化）

成長
発生

積乱雲が次々に発生して連なり大雨が持続 線状降水帯

暖かく湿った風
（水蒸気を含む風）

「局地的大雨の監視の強化」
○二重偏波気象レーダーにより、正確な

雨量、積乱雲の発達過程を把握し、
局地的大雨の監視能力を強化

へんぱ

「洋上観測の強化」
○海洋気象観測船の代船建造、

船舶GNSS観測の拡充により、
線状降水帯上流の水蒸気観
測能力の強化

「大気下層の観測の強化」
○マイクロ波放射計、アメダス更新（湿

度観測を追加）、高層気象観測装
置の更新強化により、大気下層の水
蒸気観測能力の強化

観測の強化

さらに発達した
積乱雲積乱雲

水蒸気量等の観測データ

予測の強化 「次世代スーパーコンピュータの整備等」

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルに
よる予測精度向上等を早期に実現するためのスーパー
コンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、
関連実験設備（風洞）の強化

• スーパーコンピュータ「富岳」を活用した予測技術の開発

「気象衛星観測の強化」
○極軌道気象衛星受信

装置、最新センサ活用に
係る技術開発

大量の予測計算を実施し、
これらの結果を分析すること
により、より確からしい予報
を提供

より細かく、高度な気象予測
を実施可能に

予測モデルの高解像度化 アンサンブル予報

スーパーコンピュータ「富岳」

「次期静止
気象衛星」

○令和５年に
整備着手
令和11年度に
運用開始予定

気象庁スーパー
コンピュータシステム

©RIKEN

線状降水帯は、現状の観測・予測技術では、正確な予測が困難なため、水蒸気観測等の強化、強化した
気象庁スーパーコンピュータや「富岳」を活用した予測技術の開発等を進め、速やかに防災気象情報の高度
化に反映し、住民の早期避難に資する情報を提供する。
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線状降水帯に関する情報改善
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2つの方向性で改善
心構えを ：半日前程度から発生の予測

直ちに対応 ：発生の判断をお知らせ
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1.「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすような線状降水帯による大雨の可能性
がある程度高い場合に、「気象情報」において半日程度前から地方予報区※単位等で呼び
かけています。

2.警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

38

これまで これから

対
象
地
域
を

絞
り
込
ん
で
発
表

九州北部地方
山口県、福岡県、
佐賀県、長崎県

※呼びかけ対象地域のイメージ ※呼びかけ対象地域のイメージ

大雨に関する九州北部地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 福岡管区気象台発表
＜見出し＞
九州北部地方では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大雨災
害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。
＜本文＞
…（中略）…

大雨に関する九州北部地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 福岡管区気象台発表
＜見出し＞
福岡県、山口県、佐賀県、長崎県では、 ○日夜には、線状降水
帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があり
ます。
＜本文＞
…（中略）…

地方気象情報

※鹿児島県では奄美地方を区別して発表します。
※発表する情報の電文フォーマットは変わりません。
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令和６年から開始する府県単位での呼びかけ（全般気象情報）

（見出し）
強い台風第７号は、１５日は近畿地方から東海地方にかなり接近し、上陸す
るおそれがあります。東日本や西日本では、暴風、土砂災害、低い土地の浸水、
河川の増水や氾濫に厳重に警戒し、高波に警戒してください。また、西日本では
高潮に厳重に警戒してください。近畿地方では１４日午後から１５日午後にか
けて、東海地方では１４日午後から１５日夜にかけて、関東甲信地方では１
４日夜から１５日午前中にかけて、四国地方では１４日夜から１５日午後に
かけて、中国地方では１５日午前中から１５日午後にかけて、線状降水帯が
発生して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。
（本文）
…
＜大雨・雷・突風＞
（中略）
１５日１２時までの２４時間に予想される雨量は、多い所で、
東海地方 ４００ミリ

…
１６日１２時までの２４時間に予想される雨量は、多い所で、
東海地方 ３００から４００ミリ

…の見込みです。
線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。

（中略）

（見出し）
強い台風第７号は、１５日は近畿地方から東海地方にかなり接近し、上陸する
おそれがあります。東日本や西日本では、暴風、土砂災害、低い土地の浸水、河
川の増水や氾濫に厳重に警戒し、高波に警戒してください。また、西日本では高
潮に厳重に警戒してください。既に線状降水帯が発生しやすい状況となっている地
域や今後線状降水帯が発生して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があ
る地域があります。

（本文）
…
＜大雨・雷・突風＞
（中略）
１５日１２時までの２４時間に予想される雨量は、多い所で、
東海地方 ４００ミリ

…
１６日１２時までの２４時間に予想される雨量は、多い所で、
東海地方 ３００から４００ミリ

…の見込みです。
線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。
また、今後線状降水帯が発生して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性の

ある地域は、
東海地方 １４日午後から１５日夜にかけて

岐阜県、三重県
近畿地方 １４日午後から１５日午後にかけて

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
関東甲信地方 １４日夜から１５日午前中にかけて

神奈川県、長野県、山梨県
中国地方 １４日夜から１５日午後にかけて

鳥取県、島根県、岡山県
四国地方 １４日夜から１５日午後にかけて

徳島県
です。
（中略）

これまで

対
象
地
域
を

絞
り
込
ん
で
発
表

これから
全般気象情報

※発表する情報の電文フォーマットは変わりません。

線状降水帯による大雨災害の
危険度が急激に高まる可能性
のある期間を明確化
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線状降水帯に関する各種情報

■府県気象情報・・・

■地方気象情報・・・

気象情報→広島県を選択

■全般気象情報・・・

40
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線状降水帯に関する各種情報
気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞気象情報＞線状降水帯に関する各種情報
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/kishojoho_senjoukousuitai.html

顕著な大雨に関する気象情報
顕著な大雨に関する気象情報は、大雨による災害発生の危険度が急激に高まっ
ている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いて
いる状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報です。
この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上の
状況で発表します。

顕著な大雨に関する気象情報の発表基準

現在、10分先、20分先、30分先のいずれかにおいて、以下の基準をすべて満たす場合に発表。
--------------
1. 前３時間積算降水量（5kmメッシュ）が100mm以上の分布域の面積が500km2以上
2. 1.の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
3. 1.の領域内の前３時間積算降水量最大値が150mm以上
4. 1.の領域内の土砂キキクル（大雨警報(土砂災害)の危険度分布）において土砂災害警戒情報の基準を超過（かつ大

雨特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）において警
報基準を大きく超過した基準を超過

※ 情報を発表してから3時間以上経過後に発表基準を満たしている場合は再発表するほか、3時間未満であっても対象区域に変化があった場
合は再発表します。

顕著な大雨に関する気象情報の発表例

41

予報区単位 例（福岡地方、筑後地方）

発表実績

令和3年 17回

令和4年 25回

令和5年 51回
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線状降水帯に関する各種情報
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線状降水帯に関する各種情報 顕著な大雨に関する気象情報

気象情報→高知県を選択
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記録的短時間大雨情報

44

数年に一度程度しか発生しないような短時間の
大雨を、
観測（地上の雨量計による観測）したり、
解析（気象レーダーと地上の雨量計を組み合

わせた分析：解析雨量）したりしたときに発表

発表基準
1時間雨量
100ミリ：山口県
110ミリ：福岡県、佐賀県、長崎県、大分県

熊本県
120ミリ：宮崎県、鹿児島県

※雨量基準を満たし、かつ、
大雨警報発表中に、 キキクル（危険度分布）
の「危険」（紫）が出現している場合

雨量計で観測した場合

アメダス名+観測した雨量

例
０時５０分三重県で記録的短時間大雨
四日市市山城で１２１ミリ

解析雨量で発表の場合

●●市付近+10ミリ単位の解析雨量

例
３時４０分大分県で記録的短時間大雨
玖珠町付近で約１２０ミリ
日田市日田付近で約１１０ミリ
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洪水に関する危険度情報の一体的発信

※危険度はイメージ

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪水キキクルページ（気象庁HP）
でワンストップで確認可能に

「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※ 大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※ 」
（洪水キキクル）

※ 中小河川の洪水危険度を伝える

令和５年
2月16日
運用開始

45



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

洪水に関する危険度情報の一体的発信

拡大時： 「水害リスクライン」の詳細な危険度を表示
縮小時： これまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表示

閲覧画面のイメージ
表示画面を拡大することにより、詳細な危険度の閲覧が可能。

※ 県の指定河川洪水予報区域：
拡大時もこれまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表示

※ 一定時間以上水害リスクラインが遅延した場合（障害等含む）：
拡大時も「指定河川洪水予報の発表状況」を表示
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特定期間の気象データ
閲覧画面のイメージ
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参考資料
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気象庁ホームページ 防災気象情報をみる

▼自県の防災気象情報を一括してみるには？

ここ（大雨・大雪）から見る場合
例）福岡県

県、市等を設定していなかったら、
画面上のここから福岡県を選択

県、市等まですでに設定していたら、画面下のここから
福岡県の設定にする。
※全国や市町村単位でも設定可能

福岡県の
• 発表中の防災情報 ・警報注意報_今後の推移
• 早期注意情報 ・雨雲の動き ・気象情報
• 指定河川洪水予報
• 気象台からのコメント
• 台風経路図
等が一括表示

福岡県を選択

スマホでは
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気象庁ホームページ 防災気象情報をみる

▼キキクル（危険度分布）を素早くみるには？

ここ（キキクル）を選択
※自治体が設定されていれば、この作
業だけで、設定したエリアのキキクルが
すぐに表示されます。

例）福岡県

県、市等を設定していなかったら、
画面上のここから福岡県を選択

県、市等まで設定していたら、画面下のここから福岡県
の設定にする。
※そのままでも、後で地図の拡大縮小で自由な範囲で

見ることができる

• 福岡県を中心とした、雨雲の動きとキキクル3画面が表示
される。

• 1画面ずつ、自由に拡大縮小できる。
• 最上部の県名の右横の市町村選択から、市町村を設定

すると、すべての画面がその市町村を中心とした同じ領域
で表示される。

福岡県を選択
福岡県と表示
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気象庁ホームページ 防災気象情報をみる

▼あなたの街の防災情報について知りたい

「あなたの街の防災情報」のページでは、各コ
ンテンツをカスタマイズすることにより、自分が必
要とする様々な情報を一つのページで閲覧で
きるようになります。

• 必要とする情報をカスタマイズ・登録可能
• カスタマイズ登録での地域設定は「都道府

県」～「市町村」単位
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気象庁ガイドブック

気象庁の業務全般を、約300ページにわたって紹介し
た解説書です。 2024年3月31日発行。

気象庁ホームページ
ホーム＞気象庁について＞刊行物・レポート＞気象庁ガイドブック2024
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html

※津村書店（ネット）で取り扱いがあります。
津村書店 https://tsumura-shoten.com/
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天気予報等で用いる用語

1日の時間細分図（府県天気予報の場合）

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞天気予報等で用いる用語＞時に関する用語
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/toki.html
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風の強さと吹き方

風速…10分間平均風速を指し、毎秒X.Xm、または X.Xm/s と表す。
最大風速…10分間平均風速の最大値。
瞬間風速…風速計の測定値（0.25秒間隔）を3秒間平均した値（測定値12個の平均値）。
最大瞬間風速…瞬間風速の最大値。

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞天気予報等で用いる用語＞風の強さを吹き方
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/amehyo.html
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雨の強さと降り方

1時間雨量 屋内
(mm) (木造住宅を想定）

10以上～
20未満

20以上～
30未満

30以上～

50未満

50以上～ 非常に

80未満 激しい雨

80以上～ 猛烈な雨 息苦しくなるような圧迫感
がある。恐怖を感ずる

(注1) 大雨によって災害が起こるおそれのあるときは大雨注意報や洪水注意報を、重大な災害が起こるおそれのあるときは大雨警報や洪水警報を、さらに重大な災害が起こるおそ
れが著しく大きいときは大雨特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。
(注2) 数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間大雨情報を発表します。この情報が発表されたときは、お住まいの地域で、土
砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。なお、情報の基準は地域によって異なります。

ワイパーを速くしても見づらい

激しい雨 バケツをひっくり返したように
降る 道路が川のようになる

高速走行時、車輪と路面の間
に水膜が生じブレーキが効かなく
なる（ハイドロプレーニング現
象）

滝のように降る（ゴーゴーと
降り続く）

傘は全く役に立たなく
なる

水しぶきであたり一面が
白っぽくなり、視界が悪く
なる

車の運転は危険

やや強い雨 ザーザーと降る 地面からの跳ね返りで
足元がぬれる

雨の音で話し声が良く聞
き取れない 地面一面に水たまりがで

きる
強い雨 どしゃ降り

傘をさしていてもぬれる

寝ている人の半数くらい
が雨に気がつく

雨の強さと降り方
（平成12年8月作成）、（平成14年1月一部改正）、（平成29年3月一部改正）、（平成29年9月一部改正）

予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 屋外の様子 車に乗っていて

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞天気予報等で用いる用語＞雨の強さと降り方
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/amehyo.html
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台風情報

台風とは…熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、このうち北西太平洋（赤道より北で東経180
度より西の領域）または南シナ海に存在し、なおかつ低気圧域内の最大風速（10分間平均）がおよそ17m/s（34ノッ
ト、風力８）以上のものを「台風」と呼びます。

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞台風について＞台風情報の種類と表現方法
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/7-1.html
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アメダス
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気象警報・注意報や天気予報の発表区域

天気予報…
各都道府県をいくつかに分けた一次細分区域単位で発表
します。
また、警報や注意報は、二次細分区域単位で発表します。

一次細分区域…
府県天気予報を定常的に細分して行う区域です。気象特
性、災害特性及び地理的特性により府県予報区を分割し
ています。

二次細分区域…
気象警報・注意報の発表に用いる区域です。
市町村（東京特別区は区）を原則としますが、一部市町
村を分割して設定している場合があります。

市町村等をまとめた地域…
二次細分区域ごとに発表する気象警報・注意報の発表状
況を地域的に概観するために、災害特性や都道府県の防
災関係機関等の管轄範囲などを考慮してまとめた区域です。

気象庁ホームページ ホーム＞知識・解説＞気象警報・注意報＞気象警報・注意報や天気予報の発表区域
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/saibun/index.html
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気象警報・注意報や天気予報の発表区域
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川の防災情報
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